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によって形成されたものと推定される。③ astrocytoma
の近接神経組織に， presynaptic endingに異常に多量
の synapticvesiclesが蓄積されている像を観察した。
この部位の E.E.G.所見は 2，"，"， 4cpsの slowingを示し
ていた。 
5. 	 ニューヨーク神経学研究所について
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1. Propemiciazine (Neuleptil)の精神分裂病に対する
使用経験
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精神分裂病患者に Neu1epti1を使用し， 臨床的観察
を行なった。
本剤の使用にあたっては，比較的新鮮な例で幻覚，妄
想，異常体験，感情不安定などを主症状とする患者に使
用すれば治療効果を期待することができる。
副作用としては口渇， 鼻閉， 手指振戦を認めたが 60 
mg以下では錐体外路症状は認められず，現われた副作
用もとくに問題とする程度のものはなく，投与を中止す
る必要も認めなかった。
本剤は精神内面が調整され，ついで幻覚，妄想，異常
体験が消失し，能動性が現われ，対人接触が改善され，
臨床的に有効な状態をおさめ得る可能性があると推察さ
れる。 
2. 置換基を異にするフエノチアジン系薬物の大量療
法について
一大量療法の意義と定式化をめぐって一
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初期分裂病から慢性陳|日性分裂病に至るまで，今日の
薬物療法が維持量ないし普通量を中心とすることに疑問
をもち，フエノチアジン系薬物の大量療法の意義を求め，
大量療法の独立と定式化を目的とし臨床的実験を行なっ
た。
対象は陳旧性分裂病 77例(男 43例， 女 34例， 平均
年令 34.4才， 平均擢病期間 10.6年〉で，使用薬剤はク
ロノレプロマツン， トリフルプロマジン，ぺラジン， トリ
フノレぺラヲン，チオリダジンの 5種である。方法は第 l
週より第 4週まで維持量(例 cp-150mg)，第  5週から
倍量ずつあげ，最高量は維持量の 10倍 (cp-1500mg) 
とし，これを 4週間持続したのち減量した。
大量下で，生理的心理的退行状態に陥孔減量に伴っ
て統合されていくことが観察され，治療者はこれに関与
した(好転率 40%強〉。大量療法の意義もここにあると
考え，各薬剤の特徴を加味したカクテルによる大量療法
の定式化も可能であると考えた。 
3. Butyrophenone系薬物一ーとくに Haloperidolの
臨床経験 
0高室昌一郎，荒川直人，石川鉄男
(国立国府台病院) 
Phenothiazine系薬物および Reserpineが精神科治
療の領域をいちじるしく拡大してから十年以上になる
が，今回，それらとまったく異なった構造式を有する 
Butyrophenone系薬物一ーとくに  Haloperido1が開
発され，数多くの治験が報告されている。
しかるに，その投与量，投与方法と効果との関係，ま
たは随伴症状との関係などが細かく検討されておらず，
その使用に関して一つの臨床的ノTターンが確立されてい
ないのが現状である。
そこでわれわれの最近の Haloperidolの使用経験か
らその点を中心に検討を行なった。すなわち，精神運動
興奮・昏迷などの意志面の障害には，初回から大量を投
与すると著効を示し，幻覚，妄想にもかなりの効果が認
められた。小中等投与 (3mg以下〉は無為自聞に有効
で，精神面に対する賦活作用が認められ，随伴症状も大
量投与時よりも著明であった。
身体に対する副作用はほとんど認められず，すぐれた
向精神薬であると認められた。 
4. 陳旧分裂病に対する Diαzepamの「ゆさぶり」の
効果について
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Diazepamを陳旧分裂病者に使用してその適用の仕方
を検討した。 1) あまり陳旧化していない患者に 20mg
以上の大量を用いると，今まで辛うじて保たれていた疾
病の平衡がくずされて問題行動に発展する傾向が強い。 
2)陳旧度の高い患者では大量 30mg前後で改善例が多
